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長
野
県
で
は
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
開
通
に
よ
り
、
首
都

圏
・中
部
圏
・近
畿
圏
の
行
き
来
が
便
利
に
な
る
だ
け
で
な
く
、

産
業
の
振
興
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
な
ど
、
そ
の
効
果
を
広
く

県
内
に
波
及
さ
せ
る
た
め
に
、
リ
ニ
ア
活
用
基
本
構
想
を
策
定

し
３
月
２６
日
の
部
局
長
会
議
で
決
定
し
た
。

そ
の
中
で
リ
ニ
ア
を
活
か
し
た
交
流
圏
を
想
定
し
、
今
あ
る

地
域
資
源
を
活
か
し
て
人
々
を
惹
き
つ
け
、
人
口
の
減
少
を
交

流
人
日
の
拡
大
で
補
い
、
日
本
の
将
来
に
貢
献
す
る
長
野
県
を

目
指
し
て
、
①
上
伊
那
・飯
伊
地
域
（伊
那
谷
）
の
長
野
県
駅
の

駅
勢
圏
の
伊
那
谷
交
流
圏
構
想
、
②
諏
訪

・
木
曽

松
本
地
域

及
び
近
隣
地
域
（中
南
信
地
域
）
の
長
野
県
駅

山
梨
県
駅

岐

阜
県
駅
の
駅
勢
圏
の
リ
ニ
ア
３
駅
活
用
交
流
圏
構
想
、
③
長
野

県
全
域
の
本
州
中
央
部
広
域
交
流
圏
構
想
の
３
つ
の
交
流
圏

構
想
を
打
ち
出
し
た
。

特
に
リ
ニ
ア
長
野
県
駅
が
設
置
さ
れ
る
伊
那
谷
は
、
南
ア
ル

プ
ス
と
中
央
ア
ル
プ
ス
の
雄
大
な
山
並
み
と
悠
久
の
流
れ
を

刻
む
天
竜
川
な
ど
、
豊
か
な
自
然
と
景
観
に
恵
ま
れ
、
地
域
の

祭
り
や
伝
統
芸
能
を
こ
の
地
に
住
む
人
々
に
よ
つ
て
受
け
継

が
れ
、
地
域
の
魅
力
を
広
く
伝
え
る
力
に
な
っ
て
お
り
、
高
い

技
術
を
活
か
し
た
も
の
づ
く
り
産
業
が
立
地
し
、
地
場
産
品
や

多
彩
な
農
林
産
物
生
産
に
よ
り
地
域
の
経
済
が
支
え
ら
れ
て

お
り
、
伊
那
谷
交
流
国
の
実
現
に
向
け
て
、
こ
れ
ら
の
地
域
の

特
長
を
活
か
し
た
多
様
な
地
域
振
興
策
を
効
果
的
に
展
開
さ

せ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
リ
ニ
ア
活
用
基
本
構
想
の
策
定

に
当
た
り
、
上
伊
那

飯
伊
地
域
の
市
町
村
や
広
域
連
合
組
合

等
の
要
望
や
検
討
事
項
を
参
考
に
策
定
さ
れ
た
も
の
で
、
今
後

地
元
の
意
見
と
整
合
を
図
り
な
が
ら
方
向
性
を
共
有
し
、
伊
那

谷
の
地
域
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
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リ

ニ
ア
活

用
基

本
構

想

の
推
進

に
当
た

り
、

「
り

ニ
ア
推

進

担

当

部

長

」
の
配

置

と

、
「
地

域

振

興

推

進

本

部
」
を

設

置

し
、
知
事

が

本

部

長

を

努

め

て
責

任

を

持

っ
て
対

応

佐
々
木
県
議
は
、　
一
般
質
問
で
リ
ニ
ア
活
用
基
本
構
想
の
推
進

に
当
た
り
、
３
つ
の
交
流
図
層
相
心を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
伊
那

谷
を
中
心
と
す
る
南
信
及
び
木
曽
地
方
を
含
め
た
広
域
的
か
つ

効
率
的
な
地
域
振
興
施
策
の
推
進
が
必
要
と
考
え
る
。

隣
の
愛
知
県
で
の
東
三
河
県
庁
を
例
に
挙
げ
、
担
当
副
知
事
を

配
置
し
本
部
長
と
し
て
、
政
策
立
案
と
調
整
機
能
を
備
え
た
司
令

塔
の
役
割
を
備
え
た
南
信
堤
灯
的
な
組
織
が
必
要
ル
しヽ
て
提
案
。

そ
れ
に
対
し
て
阿
部
知
事
は
、
当
面
は
企
画
振
興
部
に

「リ
ニ
ア

推
進
担
当
部
長
」
を
設
置
し
、
Ｊ
Ｒ
東
海
と
の
調
塞
止や
リ
ニ
ア
推

進
に
係
る
施
策
の
総
合
的
な
調
整
を
行
う
ほ
か
、
庁
内
に

「リ
ニ

ア
中
央
新
幹
線

地
域
振
興
推
進
本
部
」

を
設
置
す
る
と
と
も

に
、
現
地
に
お
い
て
は
■
・
下
伊
那
と
本
冒
の
エ
リ
ア
を
統
括
す

る

「現
地
推
進
本
部

（仮
称
ご

を
設
け
、
各
地
方
事
務
所
と
建

設
事
務
所
が
連
携
し
て
地
域
振
興
に
取
り
組
む
仕
組
み
を
構
築

し
て
い
く
。
従
っ
て
、
統
括
担
当
の
副
知
事
は
置
か
な
い
が
、
私

が
本
部
長
を
努
め
る
地
域
振
興
推
進
本
部
に
お
い
て
、
責
任
を
持

っ
て
対
応
を
し
、
副
知
事
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

要
は
、
基
本
構
想
は
リ
ニ
ア
の
整
備
効
果
を
地
域
振
興
に
活

か
す
た
め
の
道
筋
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
構
想
に
掲
げ
た
内
容

を
今
後
ど
の
様
に
具
体
化
し
て
い
く
か
が
重
要
と
答
え
た
。
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駒

ヶ
根
市
参
ぢ
づ
く
ιｌ
構
想

（案
）

駒
ケ
根
市
ま
ち
づ
く
り
構
想
に
つ
い
て
は
、
リ
ニ
ア
中
央
新

幹
線

・
三
遠
南
信
自
動
車
道
等
の
交
通
網
整
備
を
活
か
し
、
交

流
人
口
２
０
０
万
人

・
消
費
額
２
０
０
億
円
を
目
指
し
て
、
中

央
ア
ル
プ
ス
山
麓
活
用
プ
ラ
ン
に
よ
り
、　
ロ
ー
プ
ウ

エ
イ
と
駒

ヶ
根
高
原
の

一
体
的
な
魅
力
づ
く
り
に
よ
る
雨
天
で
も
楽
し
め

る

【観
光
ゾ
ー
ン
】、
産

学

官
の
連
携
で
世
界

一
健
康
長
寿
な

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
た

【健
康
の
森
ゾ
ー
ン
】、
世
界
各
国
の

魅
力
的
な
文
化
を
駒
ヶ
根
か
ら
発
信
し
、
各
国
の
文
化
を
堪
能

で
き
る
異
次
元
空
間
の

【国
際
交
流
ゾ
ー
ン
】
の
３
ゾ
ー
ン
に

分
け
、
各
ゾ
ー
ン
を
車
に
は
車
の
、
歩
く
人
に
は
歩
く
人
の
心

地
良
さ
を
追
及
し
た

「道
」
を
整
備
し
て
つ
な
ぐ
構
想
で
あ
る
。
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議 長

鍮瞳交議

ソ=ン

撃肇●彙
ソーン‐

佐々木祥二事務所内

県政ながの市民相談室
県政をはじめ日常生活の中で、お
気づきの点やお困りのこと等が
ございましたら、お気軽にお立ち
寄りください。
お待ちしております。

電言舌 81-4600

…
⇔ 摯 “

~~'


